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久保原弁護士の賃貸経営法律トラブルQ&A
新型コロナ禍で起こり得る隣人トラブル対応

新型コロナウイルスに関する
各種支援や制度について
[オーナーさま向け］ 賃貸経営（事業）等の継続を支援する主な制度
[入居者さま向け］ 家賃など生活に必要な支払いを支援する主な制度
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新型コロナウイルス
感染症の影響で
オーナーさまが直面している
不安やお悩みなどに
活用できる支援や制度、対策
などをまとめました。

このコロナ禍のなかで

オーナーさまにとって不安な状況が続いていると思います。

わたしたち静岡ガスグループでは、

つねに皆さまの経営活動をサポートいたします。

SHIZGAS OWNERS’ CLUB 事務局

山田　昌宏

静岡ガス 株式会社
オーナーズクラブ事務局長

静岡ガス（静岡地区）
御殿場ガス

石
田 

隆
久

趣味は
焚火です

島田ガス

市
川 

雅
之

子供2人のバスケを

見に行くのが楽しみです

中遠ガス

岩
澤 

昭
光

考えるより
まず行動します

袋井ガス

土
方 

初
実

最近DIYに
夢中です

高
橋 

広
長

好きな言葉は
「何とかなるさ」です

山
本 

雅
己

趣味は魚釣りで
いつかマグロを

釣りたいと思ってます

静岡ガスエネルギー
（西部地区）

吉
田
　
智

筋肉と吉田は
裏切りません

静岡ガスエネルギー
（中部地区）

キャンプ場で星空を

見ながらコーヒーを飲む
時間が大好きです

静岡ガスエネルギー
（東部地区）

趣味はキャンプ、
バーベキューに
川遊び楽しみます

静岡ガス（東部地区）

片
山 

敦
之

お酒は好きですが
禁酒中です

富
岡
　
敦

週に2日は
休肝日です

菊
池 

秀
夫

鈴
木 

達
也

静岡ガス（富士地区）

三
浦 

敦
幸

見ての通り、
元気なとこだけが
取り柄です

大
川
原 

潤

ステイホームで
夕飯作りしています

オーナーズクラブ事務局

梅
原 

亜
佑
美

温泉が
大好きです

堀
池 

茂
和

楽しいイベントや
セミナーを企画します

中
野 

智
章

週に5日は
静ガス水泳部です

油
井 

基
宏

人生を楽しく！
がモットーです

　新型コロナウィルスの影響により、誰もが経験した

事のない境遇に見舞われております。

　そのような状況下、静ガスオーナーズクラブは、賃

貸経営の有意義な情報を提供するだけでなく、オー

ナーさまと同じ目線で問題を考え、世の中の様々な変

化に合わせた最適なご提案をして参ります。そして、

何かお困りごとがあったときに、真っ先に「静岡ガスグ

ループ」を思い浮かべて頂けるような存在になるよう

運営して参ります。

会員の皆さまへのサービス向上のためのページを設けています。
常に最新の情報を掲載し、皆さまのアクセスをお待ちしています。

https://www.shizuokagas.co.jp/owners/index.html/

静ガスオーナーズクラブ  /  ホームページをご覧ください！



　

国
税
や
地
方
税
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
事
業
等
に
係
る
収
入
に
相
当
の
減
少
が

あ
っ
た
場
合
、無
担
保・延
滞
税
な
し
で
、１
年
間

の
納
税
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
ま
す
。対
象
と
な

る
の
は
、２
０
２
０
年
２
月
以
降
の
任
意
の
期
間

（
１
か
月
以
上
）に
お
い
て
、事
業
等
に
係
る
収
入

が
前
年
同
期
に
比
べ
て
概
ね
20
%
以
上
減
少
し
、

一
時
に
納
税
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
で

す
。２
０
２
０
年
２
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
１

月
31
日
に
ま
で
に
納
期
限
が
到
来
す
る
ほ
ぼ
す

べ
て
の
税
目（
証
紙
徴
収
の
方
法
で
納
め
る
も
の
を

除
く
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

猶
予
を
受
け
た
い
場
合
は
、納
期
限（
申
告
納

付
期
限
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
延
長
後
の
期
限
）

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。申
告
の
際
に
は
、申

請
書
の
他
に
、原
則
、収
入
や
現
預
金
の
わ
か
る

資
料（
売
上
帳
、現
金
出
納
帳
、預
金
通
帳
の
コ
ピ

ー
な
ど
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
収

入
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
、２
０
２
１
年
度
の
償
却
資
産
及

び
事
業
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
を
軽
減（
ゼ
ロ
又
は
半
分
）す
る
措
置
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、２
０
２
０
年
２
月
か
ら
10
月

ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
か
月
間
の
売
上
が
、

前
年
の
同
期
間
と
比
べ
て
30
%
以
上
減
少
し
て

い
る
者
で
、２
０
２
１
年
１
月
31
日
ま
で
に
、認
定

経
営
革
新
等
支
援
機
構
等
の
認
定
を
受
け
て
、

必
要
書
類
と
と
も
に
市
町
村
に
申
告
し
た
場
合

に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
。軽
減
額
は
３
か
月
間

の
売
上
高
前
期
比
が
30
%
以
上
50
%
未
満
の
場

合
は
２
分
の
１
と
な
り
、50
%
以
上
減
少
し
た

場
合
は
全
額
と
な
り
ま
す
。詳
し
い
手
続
き
方

法
は
、今
後
、中
小
企
業
庁
の
H
P
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

賃
貸
オ
ー
ナ
ー
が
家
賃
を
減
額
し
た
場
合
、

次
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、そ
の
減
額
・

減
免
に
よ
る
損
害
の
額
は
、寄
付
金
に
は
該
当
せ

ず
、税
務
上
の
損
金
と
し
て
計
上
が
可
能
で
す
。

1
賃
借
人
等
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、事
業
継
続
が
困

難
と
な
っ
た
こ
と
、又
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と

2
家
賃
の
減
額
が
、賃
借
人
等
の
復
旧
支
援（
営

業
継
続
や
雇
用
確
保
な
ど
）を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
、そ
の
こ
と
が
書
面
な
ど
に
よ
り
確
認
で

き
る
こ
と

3
家
賃
の
減
額
が
、賃
借
人
等
に
お
い
て
被
害
が

生
じ
た
後
、相
当
の
期
間（
通
常
の
営
業
活
動
を

再
開
す
る
た
め
の
復
旧
過
程
に
あ
る
期
間
）内
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
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賃
貸
経
営
に
お
い
て

入
居
者
さ
ま
か
ら
の
家
賃
減
額
要
請
や

家
賃
収
入
の
減
少
な
ど
、

影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
さ
ま
、入
居
者
さ
ま
が
活
用
で
き
る

主
な
支
援
制
度
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

ご
参
考
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
各
種
支
援
や

制
度
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
貸
付

●
無
利
子・無
担
保
融
資

静
岡
県
の「
国
連
携
型

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
貸
付
」

日
本
政
策
金
融
公
庫
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
貸
付
」

納
税
が
困
難
な
方
へ
の

猶
予
制
度

●
１
年
間
猶
予
さ
れ
る

固
定
資
産
税
等
の

軽
減
措
置

免
除
に
よ
る

損
害
額
の
損
金
算
入

●
家
賃
を
減
額・減
免
し
た
場
合
は

　

中
小
事
業
者
は
、国
と
連
携
し
た
静
岡

県
に
よ
る
、こ
の
制
度
融
資
を
民
間
金
融
機

関
の
窓
口
を
通
じ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
売
上
高
が
前
年
同
月
比
で
５
%
以
上

減
少
し
た
事
業
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

無
担
保
で
、４
，０
０
０
万
円
ま
で
借
り

ら
れ
、設
備
資
金
や
運
転
資
金
、借
り
換
え

に
使
え
ま
す
。融
資
期
間
は
10
年
以
内（
据

置
期
間
は
５
年
以
内
）で
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
４
号
、５
号
、危
機
関
連
保
証
の
い
ず
れ

か
を
活
用
し
、個
人
事
業
主
の
場
合
は
売

上
高
が
５
%
以
上
、小・中
規
模
事
業
者
は

15
%
以
上
減
少
し
た
場
合
は
、保
証
料
は

全
期
間
ゼ
ロ
と
な
り
、金
利
も
３
年
間
は
ゼ

ロ（
４
年
目
以
降
1.9
%
）に
な
り
ま
す
。小・中

規
模
事
業
者
は
売
上
高
が
５
%
以
上
15
%

未
満
減
少
し
た
場
合
は
、保
証
料
は
半
額
、

金
利
は
1.9
%
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
も
、無
利
子・無

担
保
で
融
資
を
す
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
特
別
貸
付
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
１
か
月
の
売
上
高
が
前
年
ま
た
は

前
々
年
の
同
期
と
比
較
し
５
%
以
上
減
少

し
た
等
の
事
業
者
が
対
象
と
な
り
、信
用

力
や
担
保
に
依
ら
ず
一
律
の
金
利
で
、当
初

３
年
間
は
基
準
金
利
▲
0.9
%
で
、中
小
企

業
0.21
%
、国
民
事
業
0.46
%
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に「
特
別
利
子
補
給
制
度
」に
よ
り
、一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
事
業
者
は
利
子
補

給
に
よ
り
、一
定
額
ま
で
実
質
無
利
子
と
な

り
、４
年
目
以
降
は
基
準
金
利
に
な
り
ま

す
。各
公
庫
の
借
り
換
え
に
も
使
え
、貸
付

期
間
は
、設
備
資
金
は
20
年
以
内
、運
転
資

金
は
15
年
以
内（
据
置
期
間
は
５
年
以
内
）で

す
。融
資
限
度
額（
別
枠
）は
、中
小
企
業
事

業
は
６
億
円（
無
利
子
上
限
２
億
円
）、国
民

事
業（
個
人
事
業
主
や
小
規
模
企
業
者
向
け
）

は
８
，０
０
０
万
円（
無
利
子
上
限
４
，０
０
０

万
円
）で
す
。

　

ま
た
、別
枠
で「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
マ
ル
経
融
資
」と
し
て
、商
工
会
議
所
や

商
工
会
等
の
経
営
指
導
員
に
よ
る
経
営
指

導
を
受
け
た
小
規
模
事
業
者（
対
象
者
の
要

件
は
ほ
ぼ
同
じ
）に
対
し
て
、通
常
の
マ
ル
経

融
資
と
別
枠
で
１
，０
０
０
万
円
ま
で
の
融

資
を
し
て
い
ま
す
。当
初
３
年
間
は
無
利

　

売
上
が
大
き
く
減
少
し
、事
業
の
継
続

が
厳
し
い
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
を
支

援
す
る
た
め
の
給
付
金
で
す
。支
給
対
象

と
な
る
の
は
、

1
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、ひ

と
月
の
売
上
が
前
年
同
月
比
で
50
%
以
上

減
少
し
て
い
る
事
業
者

2
２
０
１
９
年
以
前
か
ら
事
業
に
よ
る
事

業
収
入（
売
上
）を
得
て
お
り
、今
後
も
事

業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
事
業
者

3
法
人
の
場
合
は
、①〈
資
本
金
の
額
、又

は
出
資
の
総
額
が
10
億
円
未
満
〉。

又
は
、②〈
①
の
定
め
が
な
い
場
合
、常
時
使

用
す
る
従
業
員
の
数
が
２
，０
０
０
人
以
下

で
あ
る
事
業
者
〉

　

給
付
額
は
、中
小
法
人
等
は
２
０
０
万

円
、個
人
事
業
主
等
は
１
０
０
万
円
が
上

限
と
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、昨
年
の
総

売
上
額
と「
減
少
月
の
売
上
×
12
か
月
」と

の
差
額
分
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、持
続
化
給
付
金
の
申
請
用

H
P(https://jizokuka-kyufu.jp)

か
ら

電
子
申
請
で
行
い
ま
す
。（
申
請
期
間
は
２
０

２
０
年
５
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
１
月
15
日

ま
で
。）

子
で
、貸
付
期
間
は
、設
備
資
金
は
10
年
以

内（
う
ち
据
置
４
年
）、運
転
資
金
は
７
年
以

内（
う
ち
据
置
３
年
）で
す
。

　

そ
の
他
、商
工
組
合
中
央
金
庫
で
も「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
」と

し
、最
高
６
億
円
ま
で
融
資
を
し
て
い
ま
す
。

　

資
金
繰
り
が
厳
し
い
場
合
は
、早
め
に
借

入
金
融
機
関
に
出
向
き
、返
済
猶
予
な
ど
の

条
件
変
更
に
対
応
し
て
貰
え
る
か
、ま
た
他

の
融
資
に
借
り
換
え
を
し
た
方
が
よ
い
か
な

ど
を
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。金
融
庁
か
ら

も
金
融
機
関
に
対
し
、迅
速
か
つ
柔
軟
に
対

応
す
る
よ
う
要
請
が
出
て
い
ま
す
の
で
、い
ろ

い
ろ
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

[オーナーさま向け］

賃貸経営（事業）等の
継続を支援する
主な制度

教えて! FPさん

安藤 絵理さん

持
続
化
給
付
金

●
事
業
全
般
に
広
く
使
え
る

＊
本
文
記
載
の
情
報
は
2
0
2
0
年
6
月
11
日
現
在
の
も
の
で
す
。

　
最
新
情
報
は
各
関
係
機
関
に
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

県
内
各
取
扱
金
融
機
関 

\ 

静
岡
県
経
済
産
業
部
商
工
金
融
課

　

 

０
５
４
–
２
２
１
–
２
５
１
３

銀行の保証会社、独立系FP会社
勤務後、2003年1月安藤絵理FP
事務所として独立。
現在は、個人のコンサルティングを
行う傍ら、金融機関研修講師、ＦＰ
養成講座講師、セミナー講師、ＴＶ
やラジオ出演、雑誌の執筆など幅広
く活動を行う。2008年度には、金融
庁及び日本銀行より金融知識普及
功績者として表彰されました。

1

2

問
国
税
局
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

０
１
２
０
–
３
８
０
–
７
６
９

各
市（
区
）町
村
役
場　
納
税
課

問

中
小
企
業  

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
相
談
窓
口

　

 

０
５
７
０
–
０
７
７
３
２
２

問

資
金
繰
り
支
援
全
般
に
関
す
る

問
合
わ
せ
先 

\ 中
小
企
業
金
融
相
談
窓
口

　

 

０
５
７
０
–
７
８
３
１
８
３

問
商
工
組
合
中
央
金
庫
相
談
窓
口

　

 

０
１
２
０
–
５
４
２
–
７
１
１

問

持
続
化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

 

０
１
２
０
–
１
１
５
–
５
７
０

問

民
間
の
金
融
機
関
と
の
取
引
に
関
す
る

問
合
わ
せ
先 

\ 金
融
庁
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

０
１
２
０
–
１
５
６
８
１
１

問
日
本
政
策
金
融
公
庫

事
業
資
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

平
日 　

 

０
１
２
０
–
１
５
４
–
５
０
５

土
日
・
祝
日

　

 

０
１
２
０
–
１
１
２
４
７
６（
国
民
）、
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1
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–
3
2
7
7
9
0（
中
小
）

問



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、休
業

等
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、緊
急
か
つ一
時

的
な
生
計
維
持
の
た
め
の
貸
付
を
必
要
と
す
る

世
帯
が
対
象
で
す
。学
校
等
の
休
業
、個
人
事

業
主
等
の
特
例
の
場
合
は
20
万
円
以
内
、そ
の

他
の
場
合
は
10
万
円
以
内
で
す
。無
利
子
、保

証
人
不
要
で
、１
年
以
内
は
据
え
置
き
で
き
、返

済
期
限
は
２
年
以
内
で
す
。申
込
み
は
、区
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
労
働
金
庫
、一
部
の
日

本
郵
便
株
式
会
社
で
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、収
入

減
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
、日
常
生

活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯
が
対
象
で

す
。２
人
以
上
の
世
帯
で
月
20
万
円
、単
身
世
帯

で
は
月
15
万
円
を
上
限
と
し
、原
則
３
か
月
以

内
の
貸
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。無
利
子
、保
証

人
不
要
で
、１
年
以
内
は
据
え
置
き
が
で
き
、返

済
期
限
は
10
年
以
内
で
す
。原
則
、自
立
相
談

支
援
事
業
等
に
よ
る
継
続
的
な
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。今
回
の
特
例
措
置

で
は
、返
済
開
始
時
に
、な
お
所
得
の
減
少
が
続

く
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
返
済
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
は
、お
住
ま
い
の
市
区
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
で
行
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
２
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、か
つ
２
０
２
０
年

２
月
以
降
の
所
得
等
の
状
況
か
ら
見
て
、当
年

中
の
所
得
の
見
込
み
が
、現
行
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
等
に
該
当
す
る
水
準
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
人
は「
臨
時
の
特
例
免
除
制

度
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。申
請
書
は
必

要
な
添
付
書
類
と
と
も
に
、住
民
登
録
を
し
て

い
る
市（
区
）役
所
・
町
村
役
場
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
郵
送
し
ま
す（
直
接
持
参
も
可
）。

　

休
業
お
よ
び
失
業
等
で
、公
共
料
金
な
ど
の

支
払
い
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
人
は
、電
気
・ガ
ス

に
関
し
て
は
、最
長
３
か
月
の
繰
り
延
べ
が
で
き

ま
す
。猶
予
の
対
象
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
緊
急
小
口
資
金
」「
総
合
支
援
資
金
」を
受
け

て
い
る
、ま
た
は
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
、ま
た

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、一
時
的

に
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

と
な
り
ま
す
。猶
予
を
受
け
た
い
場
合
は
、各
契

約
会
社
に「
特
例
措
置
適
用
の
申
し
出
」を
し

ま
す
。電
話
代
な
ど
も
各
社
、猶
予
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、お
客
様
セ
ン
タ
ー
や
料
金
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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緊
急
小
口
資
金

●
一
時
的
に
資
金
が
必
要
な
方
に

総
合
支
援
資
金

（
特
例
貸
付
）

●
生
活
の
立
て
直
し
が
必
要
な
方
に

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除・猶
予
制
度

公
共
料
金
等
の

支
払
い
期
日
の
猶
予

[入居者さま向け］

家賃など生活に
必要な支払いを
支援する主な制度

京都大学法科大学院修了。2008年 
九帆堂法律事務所を開設（代表）。第
一東京弁護士会所属。常議員（2011
年、2014年）。日本弁護士連合会代
議員（2018年）。（元）総務省年金問
題第三者委員会委員（2010年から
2012年）。仲裁ADR法学会員。
2011年7月15日に最高裁判所で勝
訴した更新料裁判の貸主更新料弁護
団に所属し、首都圏での情報提供等
の活動を行っている。更新料弁護団
ニュース編集担当。

久保原弁護士の
賃貸経営法律トラブル

入
居
者
間
の
騒
音

ト
ラ
ブ
ル
に
ど
う
対
処
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

一
方
の
入
居
者
の
側
に

立
っ
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
な
い

よ
う
な
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

何
度
言
っ
て
も
違
反
行
為

を
繰
り
返
す
入
居
者
に
、

退
去
し
て
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
で
す
か
？

弁護士 久保原和也さん 新型コロナ禍で起こり得る
隣人トラブル対応

　

賃
借
人
が
収
入
減
や
失
業
に
よ
り
、家

賃
の
支
払
い
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、「
住

居
確
保
給
付
金
」の
対
象
者
に
該
当
す
れ

ば
、賃
借
人
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
も
ら

う
事
で
、市
区
町
村
ご
と
に
定
め
る
額
を
上

限
に
、実
際
の
家
賃
額
を
原
則
３
か
月
間
、

最
大
９
か
月
間
、賃
貸
オ
ー
ナ
ー
は
自
治
体

か
ら
直
接
、受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

給
付
を
受
け
る
た
め
の
主
な
要
件
は
、

主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職
・
廃
業
か
ら

２
年
以
内
ま
た
は
や
む
を
得
な
い
休
業
等

に
よ
り
収
入
を
得
る
機
会
が
減
少
し
、離

職
・
廃
業
と
同
程
度
の
状
況
で
あ
り
、住
居

を
失
う
恐
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。ま
た
、

現
在
の
世
帯
の
預
貯
金
合
計
金
額
が
各
市

町
村
で
定
め
る
額
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
な

ど
で
す
。申
込
み
は
、最
寄
り
の
自
立
相
談

支
援
機
関
か
ら
行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の
売
上
が
急
減
し

た
場
合
、固
定
費
の
中
で
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
地
代
・
家
賃
の
負
担
を
下
支
え

す
る
た
め
の
給
付
金
で
す
。

　

給
付
金
対
象
者
と
な
る
の
は
、中
堅
企

業
、中
小
企
業
、小
規
模
事
業
者
、個
人
事

業
者
等
で
あ
っ
て
、５
月
〜
12
月
に
お
い
て

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
す
。

◎
い
ず
れ
か
１
か
月
の
売
上
高
が
前
年
同

月
比
で
50
%
以
上
減
少

◎
連
続
す
る
３
か
月
の
売
上
高
が
前
年
同

期
比
で
30
%
以
上
減
少

　

申
請
時
の
直
近
の
支
払
家
賃（
月
額
）に

基
づ
き
算
出
さ
れ
る
給
付
額（
月
額
）の
６

倍（
６
か
月
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。個
人
事

業
主
の
場
合
は
、１
か
月
分
給
付
の
上
限
は

50
万
円
で
、支
払
家
賃
37.5
万
円
ま
で
の
部

分
は
２
\３
給
付
、37.5
万
円
を
超
え
る
部
分

は
１
\３
給
付
と
な
り
ま
す
。法
人
は
、１

か
月
分
給
付
の
上
限
は
１
０
０
万
円
で
、支

払
家
賃
75
万
円
ま
で
の
部
分
は
２
\３
給

付
、75
万
円
を
超
え
る
部
分
は
１
\３
給
付

と
な
り
ま
す
。詳
細
は
、今
後
、経
済
産
業

省
H
P
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、自
宅

で
過
ご
す
時
間
が
増
え
ま
し
た
。今
回
の

外
出
自
粛
期
間
中
、在
宅
勤
務
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
か
な
り
多
く
な
っ
た
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。平
日
、い
つ
も
は
職
場
で
働

い
て
い
た
時
間
帯
に
自
宅
に
い
て
、こ
れ
ま
で

気
に
な
ら
な
か
っ
た
隣
人
の
生
活
音
が
ス
ト

レ
ス
に
な
っ
て
い
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。入

居
者
か
ら「
隣
の
人
が
う
る
さ
い
」と
い
う

ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
と
き
，ど
う
対
応
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

　
「
隣
の
２
０
１
号
室
の
入
居
者
か
ら
ク
レ

ー
ム
が
あ
っ
た
た
め
騒
音
を
改
善
し
て
ほ
し

い
」な
ど
と
、そ
の
隣
の
入
居
者
に
伝
え
に

行
く
の
は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。ク
レ
ー
ム

を
代
弁
す
る
こ
と
で
、オ
ー
ナ
ー
が
隣
の
人

を
味
方
し
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
、反
感

を
買
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。ま
た
、仮

に
隠
し
た
と
し
て
も
注
意
の
仕
方
に
よ
っ
て

は
、誰
が
ク
レ
ー
ム
を
し
た
か
分
か
っ
て
し
ま

い
、そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
拡
大
す
る
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

管
理
会
社
に「
騒
音
に
困
っ
て
い
る
入
居

者
が
い
る
た
め
気
を
付
け
て
ほ
し
い
」と
い

う
内
容
の
チ
ラ
シ
を
掲
示
板
に
貼
っ
て
も
ら

っ
た
り
、各
部
屋
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
も
ら

う
な
ど
、誰
が
被
害
を
訴
え
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
方
法
で
騒
音
の
自
粛
を
求
め
る
こ

と
が
初
動
と
し
て
適
切
な
場
合
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
入
居
環
境
を
良
く

す
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、良
か
れ
と
思
い

紛
争
に
介
入
す
る
と
か
え
っ
て
紛
争
を
拡

大
す
る
場
合
も
あ
る
と
改
め
て
確
認
い
た

だ
き
、注
意
し
た
行
動
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

借
主
が
家
に
い
る
時
間
が
増
え
た
た
め

に
、家
庭
ご
み
が
通
常
よ
り
も
か
な
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
大
量
の
ご
み

が
、ご
み
出
し
の
時
間
や
曜
日
を
守
ら
な
い

た
め
に
路
上
に
ず
っ
と
放
置
さ
れ
て
い
る

と
、近
隣
住
民
に
多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま

す
。ま
た
、隠
れ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
な

ど
、こ
れ
ま
で
は
目
立
っ
て
い
な
か
っ
た
入
居

者
の
ル
ー
ル
違
反
が
、外
出
自
粛
を
き
っ
か

け
に
判
明
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
入
居
者
の
ル
ー
ル
違
反
が
あ
っ
た
場

合
、退
去
し
て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
、借
主
が
居
住
場
所
を
保
持

す
る
権
利
が
強
力
に
保
護
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、契
約
上
の
義
務
を
何
か
１
つ
守
ら

な
い
と
い
う
だ
け
で
、簡
単
に
契
約
を
解
除

し
て
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。退
去
し
て
く
れ
と
言
え
る
ほ

ど
の「
正
当
事
由
」が
あ
る
と
証
明
し
て
は

じ
め
て
立
ち
退
き
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
正
当
事
由
」は
簡
単
に
言
え
ば
、

「
今
の
ま
ま
だ
と
余
り
に
も
オ
ー
ナ
ー
が
可

哀
そ
う
で
あ
り
、ま
た
入
居
者
に
退
去
を

求
め
て
も
酷
で
は
な
い
」と
言
え
る
よ
う
な

事
情
の
こ
と
で
す
。「
正
当
事
由
」は
諸
事

情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
ま
す

が
、ご
み
の
放
置
や
騒
音
な
ど
の
場
合
、相

当
悪
質
で
な
い
と「
正
当
事
由
」が
認
め
ら

れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

訴
訟
を
し
て
で
も
退
去
を
求
め
た
い
と

い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、義
務
違
反
の
期
間

の
長
さ
、違
反
の
程
度
、違
反
を
是
正
す
る

よ
う
求
め
た
際
の
対
応
の
誠
実
さ
な
ど
に

関
わ
る
事
情
を
、逐
次
ノ
ー
ト
等
に
記
録

す
る
ほ
か
、ペ
ッ
ト
の
無
断
飼
育
な
ど
の
現

場
写
真
を
撮
影
し
て
証
拠
化
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

住
居
確
保

給
付
金
制
度

家
賃
支
援
給
付
金

●
賃
借
人
の
回
避
対
応

QA

QA
❶ 

騒
音

❷ 

ご
み
出
し
等

＊
本
文
記
載
の
情
報
は
2
0
2
0
年
6
月
11
日
現
在

　
の
も
の
で
す
。最
新
情
報
は
各
関
係
機
関
に
直
接

　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

退
去
を
求
め
る「
正
当
事
由
」

の
証
明
が
必
要
で
す
。

違
反
行
為
を
記
録

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

０
５
７
０
–
０
０
３
–
０
０
４

〈
予
約
相
談
〉　 

０
５
７
０
–
０
５
–
４
８
９
０

問

個
人
向
け
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金
相
談

セ
ン
タ
ー　

  

０
１
２
０
–
４
６
–
１
９
９
９

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

問

住
居
確
保
給
付
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

 

０
１
２
０
–
２
３
–
５
５
７
２

最
寄
り
の
自
立
相
談
支
援
機
関

問



？

ま
ず
何
か
ら
始
め
る
？

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
お
け
る

熱
中
症
予
防
行
動
と
は
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外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ
た
り
、何
か
と

身
体
活
動
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
？ 

つ
い
つ
い
出
不
精
グ
セ
、運

動
不
足
グ
セ
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
方
も
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

感
染
予
防
は
重
要
で
す
が
運
動
不
足
で

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
持
病
の
悪
化
や
筋

力
低
下
も
心
配
で
す
ね
。

　

そ
こ
で
リ
ビ
ン
グ
で
も
で
き
る
簡
単
な

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、誰
で
も
今
日
か
ら
で
き
る

「
深
呼
吸
」で
す
。自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
ソ
フ
ァ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と

き
の
姿
勢
が
長
く
続
く
こ
と
は
身
体
機
能

面
か
ら
み
る
と
あ
ま
り
よ
く
な
い
状
態
で

す
。胸
郭（
胸
）の
位
置
が
下
が
り
猫
背
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
の
姿
勢
。実
は
知

ら
な
い
間
に
呼
吸
が
と
て
も
浅
く
な
っ
て

い
ま
す
。浅
い
呼
吸
は
大
切
な
酸
素
を
十

分
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
酸
素

不
足
の
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。酸
素
不
足

と
は
、つ
ま
り
疲
れ
や
す
い
状
態
。疲
れ
や

す
け
れ
ば
運
動
も
し
た
く
な
く
な
り
ま

す
。で
す
の
で
ま
ず
は
姿
勢
と
呼
吸
を
整

え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
て（
背
も
た
れ
に
は

寄
り
か
か
ら
な
い
）い
つ
も
よ
り
少
し
頭
と

胸
の
位
置
を
上
げ
ま
す
。頭
の
て
っ
ぺ
ん
か

ら
糸
で
つ
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。肩

の
力
を
抜
き
深
呼
吸
を
す
る
だ
け
で
す
。

鼻
か
ら
大
き
く
吸
っ
て
口
か
ら
少
し
長
い

時
間
を
か
け
て
吐
き
出
し
ま
す
。肺
は
自

分
の
意
思
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
唯
一

の
内
臓
で
す
。深
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸

を
意
識
し
て
、こ
れ
を
５
回
〜
10
回
繰
り

返
し
ま
す
。た
っ
た
こ
れ
だ
け
で
す
が
た
っ

ぷ
り
の
酸
素
が
身
体
を
巡
る
よ
う
な
感
覚

が
得
ら
れ
ま
す
。試
し
に
背
中
を
丸
め
た
悪

い
姿
勢
で
深
呼
吸
を
し
よ
う
と
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。浅
く
息
苦
し
い
呼
吸
し
か
で
き

ま
せ
ん
ね
。姿
勢
と
呼
吸
は
密
接
な
関
係

に
あ
り
ま
す
。運
動
不
足
で
姿
勢
が
悪
く
な

り
が
ち
で
す
。正
し
い
姿
勢
で
深
呼
吸
を
行

う
！ 

こ
こ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

５
回
〜
10
回
の
深
呼
吸
を
一
日
に
数
回
や
っ
て

み
る
。

　

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
き
や
憤
っ
て
い
る
と
き

は
呼
吸
は
浅
く
速
く
な
り
ま
す
ね
。そ
の
逆
で
呼

吸
を
ゆ
っ
く
り
と
深
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
精

神
を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。何
か
と
ス
ト
レ

ス
や
心
配
が
多
い
時
期
で
す
。是
非
、試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

正
し
い
姿
勢
と
深
呼
吸
が
で
き
た
ら
次
は
、少
し

動
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

背
す
じ
を
の
ば
し
た
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
座

っ
た
ま
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

　
暑
い
日
や
雨
の
日
は
外
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
し

づ
ら
く
な
り
ま
す
。そ
ん
な
と
き
は
お
家
で
チ
ェ
ア

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

余
裕
が
あ
れ
ば
立
っ
た
状
態
で
、そ
の
場
足
踏

み
に
も
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お

と

な

の

体

操

監
修
：
宮
田 

康
範
さ
ん（
グ
ラ
ン
ツ 

ト
レ
ー
ナ
ー
）

　
　
　

健
康
運
動
指
導
士

65
歳
か
ら
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス
も
充
実（
介
護
保
険
適
用
）

月
々
２
，０
４
４
円
よ
り
。 

看
護
師
・
理
学
療
法
士
常
駐
の

安
心
・
安
全
の
体
制
で
運
動
を
行
っ
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ツ 

静
岡
市
駿
河
区
敷
地
1
丁
目
18
–
28

お
問
い
合
せ
▽
グ
ラ
ン
ツ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　

  

０
５
４
–
２
６
０
–
７
２
３
５

　
　
　
　
　
▽
介
護
予
防
デ
イ
・
グ
ラ
ン
ツ　

  

０
５
４
–
２
６
０
–
７
２
０
６

胸の位置が落ち
背中が丸まっていると、
呼吸は浅くなる。

正
し
い
姿
勢

窮
屈
な
姿
勢

× 〇

背すじを伸ばす。
頭のてっぺんから糸で
吊られたようなイメージで。

外
出
自
粛
で
運
動
不
足
に
注
意
！ 

と
は
言
わ
れ
て
も

何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
？

　

感
染
症
予
防
の
た
め
に
、室
内
で
は
、換

気
を
確
保
し
つ
つ
エ
ア
コ
ン
等
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、外
出
時
は
暑
い
日
や
時

間
帯
を
避
け
、少
し
で
も
体
調
に
異
変
を

感
じ
た
ら
、涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、水
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離（
少
な
く
と

も
２
ｍ
以
上
）が
確
保
で
き
る
場
合
に
は
、

マ
ス
ク
を
は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、

強
い
負
荷
の
作
業
や
運
動
は
避
け
、適
宜
、

マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
、水
分
補
給
を

忘
れ
が
ち
で
す
。の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ

る
前
に
、こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、運
動
な
ど
多
く
の
汗
を
か
い
た

と
き
は
塩
分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け
で
な
く
、熱
中
症

を
予
防
す
る
上
で
も
有
効
で
す
。体
調
が

悪
い
と
感
じ
た
時
は
、無
理
せ
ず
自
宅
で

静
養
し
ま
し
ょ
う
。

 

自
粛
生
活
に
よ
り
、例
年
以
上
に
体
が
暑

さ
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。適
度
な
運
動
を
心
掛
け
、身
体
を
暑
さ

に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
５
つ
に
気
を
つ
け
て
、暑
い
夏
を

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

＊
資
料
：
環
境
省
・
厚
生
労
働
省「『
新
し
い
生
活
様
式
』に
お
け

る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
」、「『
新
し
い
生
活
様
式
』を
健

康
に
！
」よ
り
抜
粋

夏
を
迎
え
、熱
中
症
に
例
年
以
上
に
注
意
が
必
要
で
す
。

今
夏
は
、自
粛
生
活
の
影
響
で
思
っ
て
い
る
以
上
に
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
５
つ
紹
介
し
ま
す
。

①
姿
勢
を
正
し
て
深
呼
吸
！

①
暑
さ
を

避
け
ま
し
�
う

③
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を

し
ま
し
�
う

⑤
暑
さ
に
備
え
た

体
作
り
を
し
ま
し
�
う

！

④
健
康
管
理
を

し
ま
し
�
う

②
適
宜
マ
ス
ク
を

は
ず
し
ま
し
�
う

②
チ
ェ
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

膝の上げ下げと腕振りを繰り返す。
余裕があれば膝を高く上げ肘を後方へ引くように大きく動かす。
はじめは短い時間から始めて10分を目標に。

問監
修
：
静
岡
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

～クールビズの「室温28度」は
エアコンの設定温度ではありません～

当
課
で
は
熱
中
症
予
防
だ
け
で
な
く
、

県
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
、食
育
や
歯
科
保
健
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

  

０
５
４
–
２
２
１
–
２
７
７
９

静
岡
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 　

  

０
５
４
–
２
5
2
–
０
０
０
７

問

　昨年度、熱中症が原因で救急搬送された方のうち、約4割の方
が御自宅から搬送されています。
　環境省は、平成17年から地球温暖化対策のため、冷房時の室
温を28℃で快適に過ごせる軽装や取組を促すライフスタイル「ク
ールビズ」を推進していますが、この「28℃」は、あくまで目安の数
値であり、また、エアコンの設定温度を28℃にした場合に必ずし
もその温度になるわけではありません。
　特に今夏は、感染症予防のためにエアコンの使用中も換気が
必要となります。こまめな温度設定で、熱中症を避けましょう。

コ

ロ

ナ

禍

で

の


